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【概要】 
この研究の目的は、オーストラリアで働く義肢装具士における職業性筋骨格系障害の有病率を決定するこ

と、職業関連リスクと作業関連性筋骨格系障害との関係を調べることである。2012 年に、オーストラリアの義

肢装具士を対象に、職場の身体的および心理社会的リスク、仕事の満足度、ワークライフバランス、および筋

骨格系の不快感に関する項目について、自己申告調査を実施した（N = 139、回答率 56％）。作業関連性筋骨格

系障害の予測因子は、ロジスティック回帰分析にて解析した。作業関連性筋骨格系障害の有病率は 80％であ

り、性別（β= 1.31、p = 0.03）、1 週間の勤務時間（β= 0.9、p <0.01）、身体的（β= 1.91、p <0.01）、心理社会

的（β= 1.28、p <0.01）リスクが、作業関連性筋骨格系障害と関連していた。女性は、すべての身体領域で男性

よりも高いレベルの作業関連性筋骨格系障害を報告した。 
義肢装具士の作業関連性筋骨格系障害の有病率が高かったことは、義肢装具士の職場での傷害予防に焦点を当

てる必要があること、作業環境をさらに調査する必要があることを示唆している。 
【解説】 
 これまで勤労者における作業関連性筋骨格系障害は、多数報告されており、その対策は労働衛生の 3 管理の

側面から様々な対策が行われている。特に重量物を取り扱うような企業においては、以前より対策が施行され

ており、理学療法士の関与も増加している。しかしながら、病院・施設などの保健衛生業における職種に対す

る作業関連性筋骨格系障害（腰痛など）の対策は十分とは言えないのが現状である。理学療法士・作業療法士

1)、看護師・看護助手 2)、介護職 3,4)における作業関連性筋骨格系障害（腰痛など）に関する報告はみられるもの

の、その他の医療職に関する作業関連性筋骨格系障害に対する報告は、必ずしも多いとは言えない。したがっ

て、この論文で紹介されている義肢装具士を対象とした報告は貴重なものといえる。我が国の義肢装具士も、

本論文に掲載されているような勤務状況と思われ、多くは義肢装具製作所で義肢装具を製作し、採型や適合判

定は病院・施設を訪問しての勤務がほとんどである。よって、義肢装具士の作業状況を目の当たりにすること

は少ないことが予想され、理学療法士による助言・指導は重要であることが予想される。昨今は、患者や対象

者の障害の重症化・重複化、高齢化により身体介助を必要とする医療職も多くなってきていると思われる。ま

た業務の多様化による心身への負荷等が増加していることも予想され、チームを組んでいる身近な職種の作業

関連性筋骨格系障害の状況を把握し、対応していくことも理学療法士の重要な役割であることが報告されてい

る 5)。 
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